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はじめに

本書では、Release 1.0.1 ソフトウェアアップグレードバンドルについて説明します。

関連ドキュメント
次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/Servers/x6
4_servers/x4100m2/index.html

これらのドキュメントの一部については、上記に記載された Web サイトでフランス
語、簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語、日本語の翻訳版が入手可能です。英語版
は頻繁に改訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

Sun ハードウェアのすべてのドキュメントについては、次の URL を参照してくだ
さい。

http://www.sun.com/documentation

Solaris およびその他ソフトウェアのドキュメントについては、次の URL を参照して
ください。

http://docs.sun.com
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製品のアップデート
ダウンロードできるサーバー製品のアップデートについては、次の Web サイトのリ
ンクを参照してください。

http://www.sun.com/download/index.jsp 

このサイトでは、ファームウェアとドライバ、CD-ROM .iso イメージのアップデー
トが提供されています。

Sun テクニカルサポートの連絡先
サーバーに関して、本書に記載されていないテクニカルな質問がある場合は、次のサ
イトをご利用ください。

http://www.sun.com/service/contacting

「Support（サポート）」メニューにある「Knowledgebase（ナレッジベース）」への
リンクを参照してください。

Sun テクニカルサポートに連絡する前に、次の情報を確認してください。これによ
り、問題を解決するための支援が可能になります。

n 問題の内容（問題が発生した状況、操作への影響など）

n コンピュータの種類、オペレーティングシステムのバージョン、製品のバージョ
ン（パッチや問題に影響を及ぼしている可能性のある他のソフトウェアを含む）

n 問題を再現するための詳細な手順

n エラーログまたはコアダンプ
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Software Release 1.0.1 の新機能と
サポート

Release 1.0.1 ソフトウェアバンドルでは、次の機能が強化されています。

n SuSE Linux Enterprise Server 9（SLES9）SP3 のインストールをサポートするた
め、PXE ファイルを新たに導入

n RedHat Enterprise Linux 4（RHEL4）U4 32 ビット版と SLES9 SP3 64 ビット版の
サポート

n 新しい Sun Installation Assistant CD イメージ。次の新しいサポートが収録されて
います。

n RHEL4U4 32 ビット版インストールサポート

n SLES9 SP3 64 ビット版インストールサポート

n RHEL4 U4 32 ビット版用のオプションカードドライバが収録されています。

このリリースでは、サービスプロセッサファームウェアと BIOS には変更がありま
せん。

これらのサーバーでサポートされているオペレーティングシステムの最新のリストに
ついては、次の Web サイトを参照してください。

http://www.sun.com/servers/entry/x4100/os.jsp

http://www.sun.com/servers/entry/x4200/os.jsp
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リリース別のコンポーネントの
バージョン
サービスプロセッサ（SP）と BIOS ソフトウェア、および LSI ファームウェアのバー
ジョンは、新しいリリースごとにアップデートされます。

表 1 に、Sun Fire X4100 M2 サーバーおよび X4200 M2 サーバーの Release 1.0.1 のコ
ンポーネントのバージョンを示します。

表 2 に、Sun Fire X4100 M2 サーバーおよび X4200 M2 サーバーの初回リリース
（Release 1.0）のコンポーネントのバージョンを示します。

表 1 サーバー Release 1.0.1 のコンポーネントのバージョン

コンポーネント名 サーバーのバージョン

ILOM FW 1.0.7 SP ビルド 13141

BIOS 0ABJX024

LSI ファームウェア fw1.10.00-bios6.06.06

表 2 サーバー Release 1.0 のコンポーネントのバージョン

コンポーネント名 サーバーのバージョン

ILOM FW 1.0.7 SP ビルド 13141

BIOS 0ABJX024

LSI ファームウェア fw1.10.00-bios6.06.06
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